
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■10 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

            1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31           
  は休館日です 
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■古文書初級講座案内■ 
 
日時：10 月 8 日（土）･15 日（土）･22 日（土） 

   13:30～15:30（3 回シリーズ、無料） 

講師：吉田 健（文書館古文書調査専門員） 

会場：文書館研修室 

定員：30 名 
 
★松平春嶽の側近、側

そ ば

向
む き

頭取
と う ど り

が記録した

「御用日記」を中心に、古文書の読み

方を学びます。 

★入門編から少しステップアップした内容となり

ます。 
 

電話、FAX、メールにてお申し込みください。

定員に達し次第申し込みを締め切ります。 
 

電話(0776)33-8890  FAX(0776)33-8891   

E-mail bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

右の写真は福井県師範学校の運動会のようすを写したも

ので、明治･大正期の絵はがきの中の１枚です。 

 この他にも、福井県庁や福井市役所・九十九橋・鉄道・学

校など当時の福井のようすが鮮明に映し出された絵はがき

が残されています。 

 これらの絵はがきを拡大したカラー複製本が閲覧室にあ

り、自由にご覧いただけます。 

        福井県師範学校運動会（絵はがき） 坪田仁兵衛家文書 C0005-00298 

 

■明治･大正期の絵はがき■ 

■江戸時代の謎かけに挑戦■ 
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 空欄に入る言葉を考えましょう。 

※
は
や
る･･

･

人
気
の
あ
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野
郎･･･

歌
舞
伎
役
者 

 

 

答え：はな 
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昨年度のようす 

*  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  * 

*  *  *  *  *  *  *  *  *
  *

  *
  *

  *
  *  *  *  *  *  * 

*  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *     
ご家庭に古い資料をお持ちの方で、保存管理に

困っておられる方は、文書館にご相談ください。 

 

 

8 月には中学生が職場体験で、古文書のクリーニング（ホコリ

取り）や書庫の清掃を行いました。薬剤を用いずに、永く資料を

残すためには、こうした日常の取組みが大切です。 

答えは下に

あります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今月の展示■ 
  長崎で買い入れた蒸気船黒竜

こくりゅう

丸が越前へ回漕
かいそう

され、龍馬が福井にやってきた文久３年（1863）５月。

おりしも福井藩では、横井小楠の主導で挙藩上洛計画が立案されていました。 
春嶽に近侍した側

そば

向
むき

頭取
とうどり

がしたためた「御用日記」には、頻繁に訪れる面会者やたび重なる城下巡視

ルートが詳細に記され、その変化から藩論の転換を読み取ることができます。展示では文久３年夏の「御

用日記」を読み解き、その舞台となった福井城下の屋敷絵図を復元します。 

 


